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1. 2023年3月期第2四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 54,125 18.2 3,627 84.1 3,533 76.2 2,525 79.1

2022年3月期第2四半期 45,786 0.6 1,970 △0.7 2,005 11.5 1,409 △25.8

（注）包括利益 2023年3月期第2四半期　　3,700百万円 （92.6％） 2022年3月期第2四半期　　1,920百万円 （△13.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第2四半期 66.31 ―

2022年3月期第2四半期 37.02 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年3月期第2四半期 96,464 44,577 41.7 1,056.88

2022年3月期 85,755 40,889 43.5 978.92

（参考）自己資本 2023年3月期第2四半期 40,255百万円 2022年3月期 37,286百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00

2023年3月期 ― 10.00

2023年3月期（予想） ― 10.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 105,000 12.7 4,500 106.0 4,000 84.4 2,500 67.3 65.64

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　当社は年次での業務管理を行っておりますので、第2四半期(累計)の連結業績予想の記載を省略しております。詳細は、添付資料2ページ「1．当四半期決算

に関する定性的情報(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有

の会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期2Q 38,089,792 株 2022年3月期 38,089,792 株

② 期末自己株式数 2023年3月期2Q 805 株 2022年3月期 735 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期2Q 38,089,024 株 2022年3月期2Q 38,089,221 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料2ページ「1．当四半期決算に関する定性的情報(3)連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、ウィズコロナの新たな段階への移行が進む中、世界規模で

の需要急増の影響を受けて原材料や資源の価格が高騰し、それにウクライナ情勢や急激な円安の進行が加わり、

先行き不透明な状況が続きましたが、一方で設備投資が回復し、個人消費も緩やかに持ち直しました。

　当社グループが主として属するコンクリートパイル業界も、大規模な物流倉庫や工場等、サプライチェーンの

革新やＤＸ化の進展等に伴う民需が増加したことから、全体の出荷量は前年同四半期比増加となりました。

　このような事業環境のもと、当社グループは５か年計画の４年目として、日本国内及びアセアン地域における

最高の技術力と基礎建設能力を有するグループを目指し、引続き体制整備に取り組んでまいりました。国内事業

では、新工法「Ｓｍａｒｔ－ＭＡＧＮＵＭ」工法の拡販を継続、同工法の施工性能の優位性を核に積極的な提案

営業を展開してまいりました。また、海外事業では、ベトナムの事業子会社Phan Vu Investment 

Corporation（以下、PV社という）は、日本の事業子会社ジャパンパイル㈱との技術連携を推進するとともに、

採算を重視した受注活動に注力してまいりました。ミャンマーでは、全体の経済活動の停滞が続き、事業子会社

VJP Co., Ltd.は事業活動がほぼ停止した状況が続きました。

　売上高に関しましては、国内事業において新工法を中心に大型工事が順調に完工したことから全体として増収

になりました。その結果、第２四半期連結累計期間の売上高は541億25百万円（前年同四半期比18.2％増）とな

りました。利益面では、国内事業での新工法の販促による増収効果と新工法の施工効率の改善が寄与し工事粗利

率が改善したこと、また海外事業ではPV社がドン高・円安も寄与して増益に転じたことから、全体として増益に

なりました。その結果、営業利益は36億27百万円（同84.1％増）、経常利益は35億33百万円（同76.2％増）、親

会社株主に帰属する四半期純利益は25億25百万円（同79.1％増）となりました。

　なお、セグメント別の経営成績は以下の通りです。

国内事業　売上高　456億79百万円（前年同四半期比19.2％増）　営業利益　32億２百万円（同104.7％増）

海外事業　売上高　 85億59百万円（前年同四半期比14.3％増）　営業利益　５億22百万円（同 22.9％増）

（２）財政状態に関する説明

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ107億８百万円増加し、964億64百万

円となりました。主な要因は、現金及び預金が18億19百万円減少しましたが、受取手形、売掛金及び契約資産が

70億42百万円、棚卸資産が合計で34億97百万円がそれぞれ増加したことなどによるものであります。

　負債合計は、前連結会計年度末に比べ70億20百万円増加し、518億87百万円となりました。主な要因は、支払

手形及び買掛金が５億47百万円、ファクタリング未払金が27億57百万円、借入金が合計で12億47百万円がそれぞ

れ増加したことなどによるものであります。

　純資産については、親会社株主に帰属する四半期純利益計上による増加25億25百万円、剰余金の配当による減

少３億80百万円、為替換算調整勘定の増加９億20百万円、非支配株主持分の増加７億18百万円などの結果、前連

結会計年度末に比べ36億88百万円増加し445億77百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　第３四半期以降も、国内事業においては、引続き受注環境は堅調に推移すると予想されますが、一方で原材料

価格の高騰が依然として続く見込みで、今後の価格転嫁の状況次第で利益面については大きく変動する可能性が

あります。また海外事業においては、ベトナム国内の不動産・建設業界に対する金融引締め政策やドン高・円安

の為替動向について先行き不透明な状況にあります。通期の業績予想については、これらの見極めがついた段階

で改めて見直す予定です。従って、現時点における通期の業績予想は、2022年５月10日の「2022年３月期 決算

短信」で公表いたしました通期の連結業績予想から変更しておりません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 14,757 12,937

受取手形、売掛金及び契約資産 32,980 40,022

未成工事支出金 2,296 2,741

商品及び製品 5,479 7,950

原材料及び貯蔵品 2,239 2,820

その他 620 942

貸倒引当金 △915 △1,279

流動資産合計 57,457 66,135

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,835 8,250

その他（純額） 15,715 17,002

有形固定資産合計 23,551 25,253

無形固定資産

のれん 131 131

その他 461 479

無形固定資産合計 593 610

投資その他の資産

その他 4,252 4,562

貸倒引当金 △98 △98

投資その他の資産合計 4,153 4,464

固定資産合計 28,298 30,328

資産合計 85,755 96,464

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 15,223 15,770

ファクタリング未払金 11,494 14,252

短期借入金 7,247 9,173

１年内返済予定の長期借入金 1,246 1,000

未払法人税等 243 998

契約負債 1,040 1,865

賞与引当金 416 663

完成工事補償引当金 126 146

工事損失引当金 111 62

その他 2,503 3,208

流動負債合計 39,654 47,141

固定負債

長期借入金 2,587 2,154

役員退職慰労引当金 214 215

退職給付に係る負債 830 854

その他 1,579 1,520

固定負債合計 5,212 4,745

負債合計 44,866 51,887

純資産の部

株主資本

資本金 6,621 6,621

資本剰余金 8,706 8,706

利益剰余金 21,109 23,254

自己株式 △0 △0

株主資本合計 36,437 38,581

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 766 671

為替換算調整勘定 73 993

退職給付に係る調整累計額 8 8

その他の包括利益累計額合計 849 1,673

非支配株主持分 3,603 4,321

純資産合計 40,889 44,577

負債純資産合計 85,755 96,464
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

売上高 45,786 54,125

売上原価 39,364 45,443

売上総利益 6,422 8,681

販売費及び一般管理費 4,452 5,054

営業利益 1,970 3,627

営業外収益

受取利息 4 5

受取配当金 37 52

保険解約返戻金 58 －

その他 154 99

営業外収益合計 253 157

営業外費用

支払利息 187 213

その他 32 37

営業外費用合計 219 251

経常利益 2,005 3,533

特別利益

固定資産売却益 7 29

投資有価証券売却益 28 10

特別利益合計 36 39

特別損失

固定資産除却損 5 12

投資有価証券売却損 － 1

特別損失合計 5 14

税金等調整前四半期純利益 2,036 3,558

法人税等 565 969

四半期純利益 1,470 2,589

非支配株主に帰属する四半期純利益 60 64

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,409 2,525

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

四半期純利益 1,470 2,589

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 23 △94

為替換算調整勘定 424 1,205

退職給付に係る調整額 1 △0

その他の包括利益合計 449 1,110

四半期包括利益 1,920 3,700

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,729 3,350

非支配株主に係る四半期包括利益 191 349

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
国内事業 海外事業 計

売上高

外部顧客への売上高 38,295 7,491 45,786 － 45,786

セグメント間の

内部売上高又は振替高
32 － 32 △32 －

計 38,328 7,491 45,819 △32 45,786

セグメント利益 1,564 425 1,990 △19 1,970

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
国内事業 海外事業 計

売上高

外部顧客への売上高 45,565 8,559 54,125 － 54,125

セグメント間の

内部売上高又は振替高
113 － 113 △113 －

計 45,679 8,559 54,238 △113 54,125

セグメント利益 3,202 522 3,725 △98 3,627

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去、のれんの償却額などが含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去、のれんの償却額などが含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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